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この映画のオリジナリテイの重要な要素は、主人公ヒロコが楽天的でかつ気が強く、色っぽくもあり、トラブルメ

ーカーでもあるが、めげない。そんな日本人の女の子のがんばりがコメデイータッチで描かれ、親近感、スリル

が、多くの映画館に足を運ぶ若者に共感を呼ぶことです。

先にも述べたように、この映画のもう一つの特徴は、キャラクターが多くの人種によって構成され違った世代と

人種そして違った国との間を音楽が結びつけることです。そしてこれらの特徴から人種、世代のギャップを越え

たマーケットの広がりが期待されます。

１　日本人のまだ若い女の子とブルース。現代的な日本人の女の子が、本場のアメリカへ来て人種の歴史と黒

人の血で作られた音楽、「ブルース」を歌うというミスマッチのおもしろさ。

２　ストーリーが、主人公ヒロコのつたない英語とこだわりのない見方を通して展開し、シカゴそしてアメリカを彼

女の立場から見せることです。アメリカ人にとって当たり前のアメリカを新鮮に生き生きとみせ、日本から見た

異国のアメリカには親近感を与えます。

３　ジャズ、ロック、Ｒ＆Ｂ、そしてヒップホップのルーツであるブルース。そのブルースを根にしてヒロコが様々

な音楽をミックスさせ、彼女独自のミュージックを見付けるストーリーは、アメリカという異国における日本の女

の子の成長物語です。アメリカはもちろん、日本、ヨーロッパにおいて、音楽性においてもストーリー性において

も幅広く受け入れられることが期待されます。

４　映画の売り上げだけでなくサウンドトラックとしてのＣＤ売り上げ、そして主役を務める女性にとっては、シン

ガーとして、役者として国際的に注目を浴びるチャンスが期待できるプロジェクト。又新人とベテラン、そしてアメ

リカのミュージシャンと日本人のミュージシャンのコラボレーションが期待できるプロジェクト。

両監督梶野とコジアースキーはアメリカにおいて、長編映画の制作にプロデューサーまたラインプロデューサー

として関わってきています。今までに制作に関わってきた多くの作品は、すべて予算期間以内に完成された

シカゴを代表する映画です。それはシカゴを代表する映画協力団体シカゴフィルムオフィス、そしてＩＦＰシカゴ

の協力団体からも確認できる両者の経験と実績です。また、共同制作会社のエクセレントフィルムは、過去に５

０を超える映画を制作してきているベテラン映画会社です。この会社の社長である伊藤秀裕氏からの裏付け書

としての手紙を受け取っています。また、クラウンローズプロダクションは、この映画の製作にあたり、制作費全

額を投資する計画を進めています。


